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〈選 考 委 員〉
委員長：長田博（帝京大学経済学部教授），委員：酒井啓子（東京外国語大学大学院総合国際学研究
科教授），杉村和彦（福井県立大学学術教養センター教授），広瀬崇子（専修大学法学部教授），牧野文
夫（法政大学経済学部教授），白石隆（アジア経済研究所所長）
〈最終選考対象作品〉
最終選考の対象となった作品は受賞作のほか，次の５点でした。
宇佐見耕一著『アルゼンチンにおける福祉国家の形成と変容
　　　　　　　――早熟な福祉国家とネオ・リベラル改革――』　　　　　　　　　　（旬報社）
駒形哲哉著『中国の自転車産業――「改革・開放」と産業発展――』　　（慶應義塾大学出版会）
長岡慎介著『現代イスラーム金融論』　　　　　　　　　　　　　　　　　（名古屋大学出版会）
廣田義人著『東アジア工作機械工業の技術形成』　　　　　　　　　　　　　（日本経済評論社）
小川さやか著『都市を生きぬくための狡知』　　　　　　　　　　　　　　　　　（世界思想社）
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本書は，台湾が日本から中華民国への「光
復」（回復）を遂げた1945年10月から蒋経国に
よって戒厳令が解除される87年までの時期にお
ける国民党政府の文化政策の変容と，それとの
関係から台湾ナショナリズムの形成過程を分析
したものである。同時期は①「脱日本化」と
「祖国化」の相克を中心とした「文化再構築期」
（1945～49年），②国府の遷台と総動員態勢下に
おける「反共文化政策期」（1950～65年），③大
陸の文化大革命への反動として，国民文化の一
元化を図る「中華文化復興運動期」（1966～76
年），④「本土化」政策に呼応した蒋経国の
「文化建設期」（1977～87年）に区分されている。
選考委員会で評価された点は以下のとおりで
ある。第１に，テーマの意味づけである。いか
なる国／政治体にとっても，文化政策は国民統
合の要となる政策であって，その点特にテーマ
の新味はないが，にもかかわらず本書が興味深
いのは，激動の時代を経験してきた台湾を扱っ
ているからである。台湾は脱植民地化以降も政
治的に大きく揺れ動いてきた。その各時期の政
治変動に呼応する形で指導者がアイデンティ
ティをどう定義づけ，いかなる文化政策を展開
したかを分析しており，内容は説得力がある。
第２に，著者は上からの文化政策を扱いなが
らも，「『官』と『民』の相関関係に注目するこ
とが，台湾の文化状況の変化を読み解く重要な
ポイント」と述べ，「下から」の視点を重視し
ている点である。文化復興運動の蹉跌と本土化
政策の進展の差もこの視点から説明されている。
ただし，政策決定そのものの要因としては分析
されていない。
第３に，選考委員会では，本書が各時期にお
ける主要政策についての一次資料を豊富に駆使
している点が高く評価された。
以上の諸点において，本書はきわめてすぐれ
たアカデミックな作品であると評価された。そ
のうえで，今後に向けて２つの要求が出された。
第１に外的要因の扱いである。台湾のアイデン
ティティ形成に外来文化，特に欧米の思想や文
化がどのような影響を与えたかについては，わ
ずかに第２期で自由主義思想として拒否された
という事例で言及されたにすぎない。しかし
「本土化」の過程では「地方文化」の見直しと
ともに，西洋文化も影響を与えたと考えられる
のではないか。特に下，すなわち「民」の動き
を重視するのであれば，「民」への西洋文化や
思想の影響を考慮すべきではないかとの意見が
出された。
第２は理論に関するものである。アイデン
ティティ，ネーション・ビルディング，ナショ
ナリズムなどに関しては多くの理論研究がなさ
れている。それらを批判的に取り入れたうえで
本書の構成がなされていたならば，本書は台湾
研究の域を超えたより普遍的な価値を有するも
のとなろう。　　　　　（専修大学法学部教授）
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菅野敦志『台湾の国家と文化――「脱日本化」・「中国化」・「本土化」――』
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このたびは第33回「発展途上国研究奨励賞」
をいただく幸運にあずかりましたこと，また，
多くの候補のなかから拙書を選出していただき
ましたことに心から御礼を申し上げます。
本書では，台湾が日本の植民地統治を脱した
1945年から，戒厳令が解除される87年までの42
年間を，「脱日本化」・「中国化」・「本土化」（台
湾化）というキーワードを軸にし，国民統合に
主眼が置かれた文化政策の変遷について検証を
行いました。そうした時系列での分析を通じて，
戦後台湾におけるナショナル・アイデンティ
ティが「上からの国民化」を通じていかにして
再構築が試みられ，それが国内／国際環境の変
化を受けつついかなる変容を遂げていったのか
という点に焦点を当てて考察いたしました。
従来，文化政策は専ら文化人類学や文化経済
学の領域で論じられてきたといえますが，本研
究では国民統合と文化政策の重要性をむしろ歴
史学・政治学の観点から提起することを試みま
した。おそらくそのような点も新規性として評
価していただけたのではないかと思います。
日本の地域研究の伝統と強みは，一次史料を
重視した手堅い実証研究にあると感じておりま
す。私自身，本研究を完成させるうえで，台湾
のみならず，中国やアメリカの図書館・アーカ
イブへ幾度も足を運んだことで，多くの有用か
つ価値ある史料を手に入れることができました。
堅実な地域研究の手法を手ほどきしてくださっ
た恩師の後藤乾一先生に感謝の意を表するとと
もに，台湾研究の奥深さと面白さが本書を通じ
て他分野・他領域の方々にいくらかでも伝わっ
たとすれば，これ以上の喜びはありません。
今回の受賞は，本書に対する学術的な評価の
一方，若手研究者に対する激励の意味も込めら
れていると理解しております。アジアの隣人が
経験してきた歴史，そして今後の行方について，
他者の視点を大事にしながら引き続き相互理解
に資する研究を進めて参りたく思う所存です。
今回の受賞は非常に大きな励みとなりました。
選考委員の先生方には改めて心からの御礼を申
し上げます。
略歴
1975年　山形県生まれ
1998年　上智大学文学部新聞学科卒業
2003年　 早稲田大学21世紀 COE「現代アジ
ア学の創生」研究員・研究助手
2005年　早稲田大学アジア太平洋研究セン
ター助手
2007年　早稲田大学大学院アジア太平洋研究
科国際関係学専攻博士後期課程修了，
博士（学術）
2008年　中央研究院近代史研究所訪問研究員
2009年　早稲田大学アジア研究機構台湾研究
所次席研究員（研究院講師）
2011年　名桜大学国際学群専任講師
主要著作
『台湾の言語と文字――「国語」・「方言」・「文
字改革」――』勁草書房（2012年）ほか。
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